























































表‐1 県民所得の推移       （単位千円） 
 和歌山県 沖縄県 東京都 大阪府 奈良県 三重県 滋賀県 
2001年度 2,561 2,115 4,977 3,109 2,799 2,854 3,302 
2002年度 2,550 2,080 4,892 3,003 2,820 2,908 3,340 
2003年度 2,575 2,095 4,995 3,021 2,756 3,001 3,413 
2004年度 2,602 2,065 4,999 3,038 2,714 3,062 3,473 
2005年度 2,695 2,066 5,175 3,078 2,775 3,102 3,374 
2006年度 2,714 2,071 5,232 3,070 2,748 3,181 3,379 
2007年度 2,716 2,059 5,165 3,136 2,708 3,260 3,330 
2008年度 2,563 2,009 4,784 2,999 2,588 2,872 3,176 
2009年度 2,411 2,039 4,395 2,858 2,404 2,700 3,111 












































表‐2 最低賃金の推移          （単位：円） 
 和歌山県 沖縄県 東京都 大阪府 奈良県 三重県 滋賀県 
2007年度 662 618 739 731 667 689 677 
2008年度 673 627 766 748 678 701 691 
2009年度 674 629 791 762 679 702 693 
2010年度 684 642 821 779 691 714 706 
2011年度 685 645 837 786 693 717 709 
2012年度 690 653 850 800 699 724 716 
2013年度 701 664 869 819 710 737 730 





























2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度
最低賃金の推移


















区分 地価公示 地価調査 
根拠法令 地価公示法（昭和 44年） 国土利用計画法施行令第 9 条
（昭和 49年） 
調査主体 国土交通省土地鑑定委員会 都道府県知事 




公表時期 3月下旬 9月下旬 
（たとえば、http://www.pref.shizuoka.jp/kensetsu/ke-520/chikatyousagaiyou.html、 






























































































































□男性  １４８名 
□女性  １５１名 
回答なし   ３名 
 
２）��� （     ）都��県 
大阪  １２０名 
愛知   ７１名 
兵庫   ４０名 
和歌山  ３０名 
京都   ３０名 
その他   ８名 




□ダイビングだけ          ２６５名 
□ダイビングとマリンスポーツ     １３名 
□ダイビングと観光          ２１名 
□ダイビング、マリンスポーツと観光 
□その他（具体的に：              ） 
帰省                １名 







□日帰り      １８名 
□1泊 2日    １０５名 
□2泊 3日    １５０名 
□3泊 4日     ２１名 
□4泊 5日      ０名 
□その他 １週間   １名 




    ２０，０００円未満          １２名 
    ２０，０００円～３０，０００円未満  ６８名 
    ３０，０００円～５０，０００円未満 １０１名 
    ５０，０００円～７０，０００円未満 １０５名 
    ７０，０００円～８０，０００円未満  １０名 
    ８０，０００円以上           ２名 




□サンゴの植え付け              ５８名 
□ダイビング使用の制限（回数や人数の制限）  ８０名 
□オニヒトデ駆除や赤土流出防止などの 
サンゴ保全対策のインフラ整備      １９７名 
□サンゴ保全を目的とした管理組織の設置    ６５名 














□反対である。                        ８８名 
□どちらとも言えない。                    ７４名 
回答なし                            ３名 
 
��の場合、どの��の��が���と�����か。 
    ３００円未満       ８名 
    ３００円～５００円未満 ９１名 
    ５０１円～１０００円   ７名 
    １０００円以上      １名 
 
④ ほかに���があ����を��して、�自�に���く��い。 
  ・オニヒトデ退治のためのシステムが必要          １名 
・課金した場合、使途が分からないことが多いので反対である ３名 
・課金にした場合、使途を発表してほしい          ５名 
  ・交通アクセスを良くしてほしい              ２名 
  ・学校教育のなかで、自然環境保護の一環としての 
サンゴ保全のプログラムが必要              １名 
  ・串本町の観光地も案内してほしい             ２名 

















①  あなた自身について、お伺いいたします。 
１）性別 □男性  □女性 
２）居住地 （     ）都道府県 
② 今回のご旅行についてお伺いいたします。 
１） 目的について 
□ダイビングだけ □ダイビングとマリンスポーツ □ダイビングと観光  
□ダイビング、マリンスポーツと観光 □その他（具体的に：              ） 
   ２）ご旅行の日程 
          □日帰り □1泊2日 □2泊3日 □3泊4日 □4泊5日 □それ以上（具体的に：      ） 
   ３）全体の旅行のご予算（一人当たり）：ダイビング代金、宿泊代、交通費その他すべてを含みます 
     （             ）円 
③ サンゴ保全について 
















     具体的に        円 
          




ご協力ありがとうございました。        和歌山大学経済研究所 
















①  あなた自身について、お伺いいたします。 
１）性別 □男性  □女性 
２）居住地 （     ）都道府県 
② 今回のご旅行についてお伺いいたします。 
１） 目的について 
□ダイビングだけ □ダイビングとマリンスポーツ □ダイビングと観光  
□ダイビング、マリンスポーツと観光 □その他（具体的に：              ） 
   ２）ご旅行の日程 
          □日帰り □1泊2日 □2泊3日 □3泊4日 □4泊5日 □それ以上（具体的に：      ） 
   ３）全体の旅行のご予算（一人当たり）：ダイビング代金、宿泊代、交通費その他すべてを含みます 
























ご協力ありがとうございました。        和歌山大学経済研究所 















①  あなた自身について、お伺いいたします。 
１）性別 □男性  □女性 
２）年齢 □20歳未満 □20歳代 □30歳代 □40歳代 □50歳代 □60歳代 □70歳以上 
３）居住地 （     ）都道府県 
４）税込の年収 □100万円未満 □100万～300万円未満 □300万円～500万円未満 □500万円～800




□ダイビングだけ □ダイビングとマリンスポーツ □ダイビングと観光  
□ダイビング、マリンスポーツと観光 □その他（具体的に：              ） 
   ２）ご旅行の日程 
          □日帰り □1泊2日 □2泊3日 □3泊4日 □4泊5日 □それ以上（具体的に：      ）」 
   ３）今回のご旅行はどなたと一緒に見えましたか。 
     □一人 □ご家族 □友人同士 □ショップツアーなどのグループ □その他（具体的に：    ） 
   ４）全体の旅行のご予算（一人当たり）：ダイビング代金、宿泊代、交通費その他すべてを含みます 
     （             ）円 
   ５）今回のご旅行で他の地域に行かれることも検討されましたか。 検討された場合、どちらとされま
したか。 
    □検討しなかった。  
    □検討した。（具体的にどちらと：                ） 
   
③ サンゴ保全と国際サンゴ礁年 
１）サンゴ保全に関心がありますか？ 






































     具体的に        円 








□ 知っていた    □ 聞いたことはあるが、具体的には知らなかった □ 知らなかった 
ⅱ）串本の錆浦地区等のサンゴ群生がラムサール条約に登録されていることをご存知ですか。 
□ 知っていた   □ 知らなかった 
ⅲ）串本がラムサール条約に登録されていると知っていた方へ：今回のご旅行にラムサール条約登
録は大きなきっかけになりましたか。 










ご協力ありがとうございました。        和歌山大学経済研究所 















①  あなた自身について、お伺いいたします。 
１）性別 □男性  □女性 
２）年齢 □20歳未満 □20歳代 □30歳代 □40歳代 □50歳代 □60歳代 □70歳以上 
３）居住地 （     ）都道府県 
４）税込の年収 □100万円未満 □100万～300万円未満 □300万円～500万円未満 □500万円～800




□ダイビングだけ □ダイビングとマリンスポーツ □ダイビングと観光  
□ダイビング、マリンスポーツと観光 □その他（具体的に：              ） 
   ２）ご旅行の日程 
          □日帰り □1泊2日 □2泊3日 □3泊4日 □4泊5日 □それ以上（具体的に：      ）」 
   ３）今回のご旅行はどなたと一緒に見えましたか。 
     □一人 □ご家族 □友人同士 □ショップツアーなどのグループ □その他（具体的に：    ） 
   ４）全体の旅行のご予算（一人当たり）：ダイビング代金、宿泊代、交通費その他すべてを含みます 
     （             ）円 
   ５）今回のご旅行で他の地域に行かれることも検討されましたか。 検討された場合、どちらとされま
したか。 
    □検討しなかった。  
    □検討した。（具体的にどちらと：                ） 
   
③ サンゴ保全と国際サンゴ礁年 
１）サンゴ保全に関心がありますか？ 









































          
４）国際サンゴ礁年 
ⅰ）昨年が国際サンゴ礁年であったことをご存知ですか。 
□ 知っていた   □ 聞いたことはあるが、具体的には知らなかった □ 知らなかった 
ⅱ）沖縄県の慶良間海域のサンゴ礁がラムサール条約に登録されていることをご存知ですか。 
□ 知っていた   □ 知らなかった 
ⅲ）慶良間がラムサール条約に登録されていると知っていた方へ： 
今回のご旅行にラムサール条約登録は大きなきっかけになりましたか。 
□なった   □ならなかった   □どちらとも言えない 
 










ご協力ありがとうございました。        和歌山大学経済研究所 




























































































のは、すべて串本町に属している。それはまた、2012 年 9 月から 10 月に和歌山県立博物
館において特別展が企画され、展示された。さらに 2014年にはエルトゥールル号事件が映
画化されるなど、全国的にも注目されている。 
このようなトルコと和歌山県、なかでも串本町との良好な関係が、地域の活性化の起爆剤
とならないかと中村氏はさらに語られる。また、エルトゥールル号の発掘調査を契機に、「水
中考古学」の研究拠点になることを期待されている。将来に期待したいが、関係各所の理解
がまず必要となろう。 
 
 
４．串本町観光協会 
 2012年 9月に串本町観光協会を訪れ、アンケート調査協力をお願いした。そこで前述の
アンケートの便宜を図っていただいた。 
 そこで、得た情報としては、串本町は東日本大震災ののち、海岸地帯から高台へと津波を
避けるために居住地を変える傾向が続き、串本町の地価は低落傾向にあるという。 
 また、修学旅行などで、民泊、シーカヤックなどのマリンスポーツなどを取り込んだプロ
グラムも行われているので将来に期待される。 
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和歌山県串本町のラムサール条約指定と地域経済の活性化について
Ⅶ．むすびにかえて 
 
 本稿では、ラムサール条約をキーワードにしながら、沖縄県と比較して和歌山県の経済活
性化の将来性を考察してきた。 
まず、ラムサール条約によって指定され、また世界遺産として和歌山県熊野古道地域が認
定された前後の地価の変動について検討した。しかしながら、和歌山県の地価は低落傾向に
あり、近畿のなかでも低い位置にある。 
次に経済活動にとって重要と認められる最低賃金であるが、これも和歌山県は近畿で最
低であり、なかなか活性化に結び付いていない。 
また、アンケート調査によって、和歌山県における経済活性化をサンゴ保全との関係で検
討しようとした。そこでは、経済負担ということを肯定するものも多くいる一方、使途の透
明性が求められた。 
 次に聞き取り調査によって、今、和歌山県、沖縄県がサンゴを経済活性化に用いられるか
どうかということを明らかにしようとした。ここでは、これまでと同様、保全という大きな
要素が影響を与えている。 
 今後、沖縄県慶良間では入域するにあたって課金を行おうとしている。サンゴ保全のため
には必要なことである。一方、串本では長年行われてきたことである。 
 現在、日本経済全体が、様々な問題を抱えるなか、消費者の動向がどのようになるか、不
確実なところも多い。 
 ラムサール条約というキーワードが今後も有効か否かということも含めて、今後、サンゴ
保全と経済活性化についてさらに検討していきたい。 
 なお、本稿執筆にあたり、多くの方にご協力いただいた。もしも、不正確な点があるとす
れば、それらはすべて筆者の責に帰すものである。 
 また、本研究は 2013年、日本サンゴ礁学会において報告したものの一部であることを付
記しておきたい。 
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